
学校名： 高等学校 大学科：

科目名： 学年

領域 達成 CAN-DO Statement (CDS) Lesson 評価
時期・方法

学期 ＣＳ

SI1 □
あこがれの人や週末の予定など日常的な話
題に関して，はっきりと話されれば，簡単な質
疑応答をすることができる。

１・２
単元末テス
ト・インタ

ビューテスト
１学期 ア

SI2 □
計画を立てたり，紹介したい日本のお土産に
ついてグループで話し合う際，自分の考えな
どを整理して表現できる。

６・９
単元末テス
ト・ディス
カッション

２学期 イ

SI3 □
アドバイスを求めたり，与えたりする際，自分
の気持ちを表現したり，適切に答えることが
できる。

13
単元末テス
ト・ロールプ

レイ
３学期 ア

SP1 □
前もって話すことを用意した上で，基礎的な
語句，定型表現を用いて，人前で発表するこ
とができる。

３・５
プレゼ
ンテー
ション

１学期 ア

SP2 □
一連の簡単な語句や文を使って，自分やグ
ループの意見などを理由を挙げて発表する
ことができる。

７・１１

スピー
チ・プレ
ゼンテー
ション

２学期 イ

SP3 □
グループの考えを事前に準備してメモの助け
があれば，旅行業者になったつもりで外国人
向けの観光地について薦めることができる。

12
プレゼ
ンテー
ション

３学期 イ

W1 □
簡単な語彙や句，文で，友達の経験などの日
常的な話題について叙述文などのまとまりの
ある文章を書くことができる。

4
単元末
テスト

１学期 ア

W2 □

災害などの社会的な話題について，相手を説
得するための論証文や，イラストの状況を時
系列に沿って描写する叙述文を書いたりする
ことができる。

８・１０
単元末
テスト

２学期 イ

W3 □
春休みに出かける場所などの日常的な話題
について，要点を項目立てて整理しながら説
明文を書くことができる。

14

エッセ
イライ
ティン

グ

３学期 ア

※一番右の欄のＣＳは学習指導要領を意味します。その内容は別のシートにあります。

普通
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【様式１】 CAN-DO LIST 2025
W

ri
ti

n
g

S
p

e
a
k
in

g
In

te
ra

c
ti

o
n

S
p

e
a
k
in

g
P

re
s
e

n
ta

ti
o

n
錦江湾

論理・表現Ⅰ



学校名： 学　年： １年

科目名： 大学科： 普通

学期 月 Lesson 領域 ＣＳ
評価
方法

達成

４・５ 1 SI ア
単元末テ
スト･ＰＴ SＩ１□

５・６ 2 SI ア
単元末テ
スト･ＰＴ SＩ１□

５・６ 3 SP ア ＰＴ ＳＰ１□

5・６ 4 W ア
単元末テ

スト
Ｗ１□

６・７ 5 SP ア ＰＴ ＳＰ１□

9 6 SI イ
単元末テ
スト・ＰＴ SＩ２□

９・１０ 7 SP イ ＰＴ ＳＰ２□

１０・１１ 8 W イ
単元末テ

スト
Ｗ２□

１０・１１ 9 SI イ
単元末テ
スト・ＰＴ SＩ２□

１１・１２ 10 W イ
単元末テ

スト
Ｗ２□

１１・１２ 11 SP イ ＰＴ ＳＰ２□

１・２ 12 SP イ ＰＴ ＳＰ３□

１・２ 13 SI ア
単元末テ
スト・ＰＴ SＩ３□

２・３ 14 W ア ＰＴ Ｗ３□

3

春休みに出かける場所などの日常的な話題につい
て，要点を項目立てて整理しながら説明文を書くこ
とができる。

イラストの状況を時系列に沿って描写する叙述文を
書いたりすることができる。

一連の簡単な語句や文を使って，グループの意見な
どを理由を挙げて発表することができる。

アドバイスを求めたり，与えたりする際，自分の気持
ちを表現したり，適切に答えることができる。

グループの考えを事前に準備してメモの助けがあれ
ば，旅行業者になったつもりで外国人向けの観光地
について薦めることができる。

計画を立てたるため，グループで話し合う際，自分
の考えなどを整理して表現できる。

一連の簡単な語句や文を使って，自分の意見などを
理由を挙げて発表することができる。

災害などの社会的な話題について，相手を説得する
ための論証文を書くことができる。

紹介したい日本のお土産についてグループで話し合
う際，自分の考えなどを整理して表現できる。

2

錦江湾 高等学校

1

年間指導計画 2025【様式２】

CAN-DO Statement (CDS)

あこがれの人など日常的な話題に関して，はっきり
と話されれば，簡単な質疑応答をすることができ
る。

週末の予定など日常的な話題に関して，はっきりと
話されれば，簡単な質疑応答をすることができる。

簡単な語彙や句，文で，友達の経験などの日常的な
話題について叙述文などのまとまりのある文章を書
くことができる。

Ｒ４
論理・表現Ⅰ

前もって話すことを用意した上で，基礎的な語句，定
型表現を用いて，人前で発表することができる。

前もって話すことを用意した上で，基礎的な語句，定
型表現を用いて，人前で発表することができる。



ア　日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，多くの
　支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話し
　て伝え合ったり，やり取りを通して必要な情報を得たりすることができるように
　する。

イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開など
　において，多くの支援を活用すれば，ディベートやディスカッションなどの活
　動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句や文を
　用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝え合うことが
　できるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多く
　の支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを
　論理の構成や展開を工夫して話して伝えることができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備など
　において，多くの支援を活用すれば，スピーチやプレゼンテーションなどの活
　動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，基本的な語句や文を
　用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して話して伝えることがで
　きるようにする。

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多く
　の支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを
　論理の構成や展開を工夫して文章を書いて伝えることができるようにする。

イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備など
　において，多くの支援を活用すれば，聞いたり読んだりしたことを活用しなが
　ら，基本的な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫し
　て文章を書いて伝えることができるようにする。

論理・表現Ⅰ　科目の目標
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